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か
っ
て
な
い

か
っ
て
な
い

か
っ
て
な
い

か
っ
て
な
い
規
模
規
模
規
模
規
模
のののの 

    
    

海
洋
汚
染

海
洋
汚
染

海
洋
汚
染

海
洋
汚
染
の
お
そ
れ

の
お
そ
れ

の
お
そ
れ

の
お
そ
れ 

  

私
は
昔
大
槌
町
に
住
ん

だ
こ
と
が
あ
り
、
岩
手
の

リ
ア
ス
海
岸
を
利
用
し
た

養
殖
漁
業
の
す
ば
ら
し
さ

を
よ
く
知
っ
て
い
る
。 

 

青
森
県
六
カ
所
再
処
理

施
設
の
問
題
が
二
〇
年
前

提
起
さ
れ
た
時
か
ら
、
学

生
達
に
「
こ
れ
だ
け
大
き

な
海
洋
汚
染
は
あ
り
得
な

い
。
人
生
最
大
の
問
題
な

の
だ
」
と
訴
え
て
き
た
。 

 

再
処
理
工
場
で
は
除
去

出
来
な
い
分
の
放
射
能
廃

液
を
放
流
管
と
い
う
も
の

か
ら
海
に
流
す
。
青
森
県

の
再
処
理
工
場
の
放
流
管

は
沖
合
三
キ
ロ
で
水
深
五

十
メ
ー
ト
ル
の
海
底
か
ら

海
水
中
に
放
出
す
る
。
茨

城
県
東
海
再
処
理
工
場
は

年
間
二
一
〇
ト
ン
を
処
理

す
る
規
模
で
あ
る
が
、
六

カ
所
工
場
は
そ
の
四
倍
近

い
八
百
ト
ン
と
い
う
計
画

で
あ
る
。
日
本
原
燃
の
「
事

業
許
可
申
請
書
」
に
よ
る

と
、
放
出
放
射
能
量
は
一

日
平
均
九
五
八

T
B

q

（
テ

ラ
ベ
ク
レ
ル
）
で
、
こ
れ
は
例

え
ば
大
飯
原
発
の
一
年
間

の
排
出
量
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

原
発
は
日
常
的
に
は
放
射

能
を
出
さ
な
い
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
が
、
再
処
理

工
場
は
放
射
能
を
垂
れ
流

す
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
。 

  

放
出
放
出
放
出
放
出
廃
液
廃
液
廃
液
廃
液
はははは    

岩
手
岩
手
岩
手
岩
手
に
も
に
も
に
も
に
も
流流流流
れれれれ
着着着着
くくくく    

（（（（ハ
ガ
キ

ハ
ガ
キ

ハ
ガ
キ

ハ
ガ
キ
でででで
実
験
実
験
実
験
実
験
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
））））    

    

放
射
能
を
帯
び
た
廃
液

は
海
に
流
せ
ば
拡
散
し
消

え
た
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
、
数
千
万
年
、
数
億

年
も
放
射
能
が
消
え
な
い

核
種
が
多
く
、
生
物
に
思

い
が
け
な
い
被
害
を
与
え

る
。 

二
〇
〇
二
年
八
月

末
、
配
水
管
予
定
地
の
海

面
か
ら
、
市
民
団
体
が
、

海
に
浮
く
よ
う
に
作
ら
れ

漂
流
調
査
用
の
黄
色
い
ハ

ガ
キ
を
一
万
枚
海
に
流
し

た
。
予
想
の
よ
う
に
、
北
海

道
苫
小
牧
か
ら
千
葉
県
千

倉
町
ま
で
の
海
岸
か
ら
漂

着
の
便
り
が
あ
っ
た
。
岩
手

で
は
、
普
代
村
と
山
田
町

か
ら
返
事
が
あ
っ
た
。
「
申

請
書
」
で
は
、
廃
液
は
沖
合

に
流
れ
る
よ
う
に
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
が
ハ
ガ
キ

調
査
で
は
、
岩
手
の
沿
岸

な
ど
に
沿
っ
て
南
下
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

    

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
海海海海
とととと
北
海
北
海
北
海
北
海

はははは
放
射
能
物
質

放
射
能
物
質

放
射
能
物
質

放
射
能
物
質
だ
ら
け

だ
ら
け

だ
ら
け

だ
ら
け 

  
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
再
処
理
が

稼
働
し
て
い
る
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
ラ
・
ア
ー
グ
と
イ
ギ

リ
ス
の
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

（
旧
ウ
イ
ン
ズ
ケ
ー
ル
）
で

あ
る
が
、
汚
染
が
酷
く
、

北
海
や
周
辺
海
域
は
広
く

放
射
能
に
汚
さ
れ
て
い

る
。
一
九
八
八
年
の
ア
ザ

ラ
シ
の
大
量
死
は
実
に
無

惨
で
あ
っ
た
が
、
放
射
能

汚
染
と
関
係
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
工
場
周
辺

で
は
子
供
の
白
血
病
が
多

発
し
て
い
る
。 

イ
ギ
リ
ス

人
が
、
日
本
人
並
み
に
魚

を
食
べ
る
な
ら
、
放
射
能
の

被
害
は
も
っ
と
顕
著
な
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
。
幸
い

（
？
）
イ
ギ
リ
ス
人
は
日
本

人
の
十
分
の
一
し
か
魚
を

食
べ
な
い
。 

止めよう！ 

《再処理》

三陸三陸三陸三陸のののの海海海海をををを放射能放射能放射能放射能でででで汚汚汚汚さないでさないでさないでさないで！！！！    
 再処理工場再処理工場再処理工場再処理工場とととと三陸三陸三陸三陸のののの海海海海 

水口憲哉教授講演会水口憲哉教授講演会水口憲哉教授講演会水口憲哉教授講演会    １００１００１００１００人結集人結集人結集人結集 

「
再
処
理
工
場
と
三
陸

の
海
」
と
題
す
る
東
京
海

洋
大
学
名
誉
教
授
、
水
口

憲
哉
先
生
の
講
演
会
は
、

五
月
八
日
、
盛
岡
市
「
お

で
っ
て
」
大
ホ
ー
ル
で
約
一

〇
〇
人
が
集
ま
り
開
催
さ

れ
た
。
盛
岡
市
民
の
他
に
、

沿
岸
部
漁
業
関
係
者
も

多
数
来
場
し
た
。 

 

水
口
教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再
処
理

工
場
と
比
較
し
な
が
ら
、

青
森
県
六
ケ
所
村
再
処

理
施
設
が
今
世
紀
最
大
の

海
洋
汚
染
に
な
り
う
る

と
、
様
々
な
資
料
か
ら
説

明
し
、
今
の
う
ち
に
中
止

す
る
よ
う
訴
え
た
。 

 
三陸三陸三陸三陸のののの海海海海をををを 
放射能放射能放射能放射能からからからから守守守守るるるる岩手岩手岩手岩手のののの会会会会 
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養
殖
養
殖
養
殖
養
殖
のののの
盛盛盛盛
ん
な
ん
な
ん
な
ん
な
岩
手
岩
手
岩
手
岩
手
のののの    

    

被
害
被
害
被
害
被
害
はははは
計計計計
りりりり
知知知知
れ
な
い

れ
な
い

れ
な
い

れ
な
い    

岩
手
県
は
リ
ア
ス
式
海
岸

で
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
、
海
苔

な
ど
の
養
殖
、
ア
ワ
ビ
、
ウ

ニ
、
ホ
ヤ
、
さ
ら
に
は
サ
ン

マ
、
サ
ケ
な
ど
の
漁
業
が
盛

ん
な
所
で
あ
る
。
数
億
年

に
も
わ
た
っ
て
強
力
な
ア
ル

フ
ァ
ー
線
を
出
す
プ
ル
ト
ニ

ュ
ウ
ム
や
、
水
に
溶
け
や
す

い
セ
シ
ュ
ウ
ム
な
ど
の
放
射

性
物
質
が
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

や
海
草
に
付
着
し
魚
を
経

て
人
間
の
体
に
入
り
放
射

線
が
細
胞
に
被
害
を
も
た

ら
す
。
体
内
被
曝
は
動
物

の
細
胞
や
遺
伝
子
を
破
壊

し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

危
機
を
も
た
ら
す
。
こ
の

き
れ
い
な
三
陸
の
海
を
放

射
能
で
汚
し
て
は
な
ら
な

い
。
今
の
う
ち
に
「
再
処

理
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ

う
。 

 
 

本
格
的
な
「
使
用
済
み

核
燃
料
」
の
再
処
理
を
行

う
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
」
を

行
う
た
め
に
、
本
年
十
一

月
に
「
安
全
協
定
」
を
結
ぶ

と
い
う
。
再
処
理
に
「
安

全
」
は
あ
り
え
な
い
。 

 

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。 

み
ん
な
で
、
異
議
あ
り
！ 

の
声
を
あ
げ
よ
う
。 

 
 

 
 

（
ま
と
め 

Ｏ
） 

  

  

 

 

五
月
八
日
、
盛
岡
の
水

口
憲
哉
先
生
の
講
演
会

を
聞
い
た
人
々
を
中
心

に
、
沿
岸
地
区
で
、
六
ケ

所
再
処
理
工
場
と
三
陸

の
海
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
企
画
し
よ
う
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
盛
岡

で
の
講
演
会
の
総
括
会

議
で
は
、
沿
岸
で
こ
そ
講

演
会
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
さ
っ
そ
く
具
体
的
な

計
画
が
話
し
合
わ
れ
た
。

現
在
、
水
口
先
生
の
ご
都

合
な
ど
連
絡
を
と
っ
て
い

る
が
、
九
月
一
～
三
日

頃
に
、
久
慈
・
宮
古
・
気

仙
地
区
の
三
箇
所
に
よ

る
リ
レ
ー
講
演
会
が
出

来
な
い
も
の
か
検
討
中
。

六
月
二
十
四
日
（
金
）
宮

古
で
準
備
会
が
も
た
れ

る
。 

 

《《《《おおおお
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ
》》》》    

講
師
講
師
講
師
講
師
をををを
派
遣
派
遣
派
遣
派
遣
し
ま
す

し
ま
す

し
ま
す

し
ま
す
。。。。    

      
  

各
地
で
学
習
会
を
す
る

場
合
、
当
会
と
し
て
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
環
境
運
動
や
反
核
運

動
を
担
っ
て
き
た
人
を
紹

介
し
ま
す
。
相
談
下
さ

い
。 

 

【
連
絡
先
】 

電
話 

〇
一
九 

（
六
九
二
）
四
七
五
九 

 

当
会 

事
務
局 

    

    

み
ん
な
で

み
ん
な
で

み
ん
な
で

み
ん
な
で
学
習
学
習
学
習
学
習
をををを    

本本本本
やややや
資
料
資
料
資
料
資
料
をををを
集集集集
め
よ
う

め
よ
う

め
よ
う

め
よ
う    

 

○
「「「「ガ
ッ
テ
ン

ガ
ッ
テ
ン

ガ
ッ
テ
ン

ガ
ッ
テ
ン
《《《《再
処
理

再
処
理

再
処
理

再
処
理
》》》》    

市
民
市
民
市
民
市
民
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」」」」    

ググググ
りりりり
ー
ン
ー
ン
ー
ン
ー
ン
・・・・ア
ク
シ
ョ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
刊刊刊刊    

電
話
〇
七
五
―
七
〇
一
―
七
二
二
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
―
七
〇
二
―
一
九
五
二 

    

○○○○
「「「「放
射
能
汚
染

放
射
能
汚
染

放
射
能
汚
染

放
射
能
汚
染
にににに
反
対
反
対
反
対
反
対
しししし
再
処
再
処
再
処
再
処

理理理理
をををを
止止止止
め
よ
う

め
よ
う

め
よ
う

め
よ
う
」」」」（（（（パ
ン
フ
レ
ッ
ト

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
））））    

美
浜
美
浜
美
浜
美
浜
・・・・大
阪
大
阪
大
阪
大
阪
・・・・高
浜
原
発

高
浜
原
発

高
浜
原
発

高
浜
原
発
にににに    

反
対
反
対
反
対
反
対
す
る
す
る
す
る
す
る
会
刊
会
刊
会
刊
会
刊 

電
話
〇
六
―
六
三
六
七
―
六
五
八
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六
―
六
三
六
七
―
六
五
八
一 

 

○○○○
「「「「セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド    

ララララ
・・・・ア
ー
ア
ー
ア
ー
ア
ー

ググググ
にににに
生生生生
き
る
き
る
き
る
き
る
人人人人
々
」
々
」
々
」
々
」    

「「「「世
界
世
界
世
界
世
界
はははは
脱
原
発

脱
原
発

脱
原
発

脱
原
発
にににに
向向向向
か
う
か
う
か
う
か
う
」」」」    

「「「「食
卓
食
卓
食
卓
食
卓
に
あ
が
っ
た

に
あ
が
っ
た

に
あ
が
っ
た

に
あ
が
っ
た
死死死死
のののの
灰灰灰灰    

 
 

 
 

 
 

 
 

――――
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
事
故
事
故
事
故

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
食
品
汚
染

食
品
汚
染

食
品
汚
染

食
品
汚
染
――――
」」」」    

 
 

 
 

 
 

 
 

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト
①①①①
～～～～
③③③③    

原
子
力
資
料
情
報
室
刊

原
子
力
資
料
情
報
室
刊

原
子
力
資
料
情
報
室
刊

原
子
力
資
料
情
報
室
刊    

電
話 

〇
三
―
八
四
三
―
〇
五
九
六 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
八
四
三
―
〇
五
九
七 

 

○○○○
「「「「核核核核
のののの
再
処
理

再
処
理

再
処
理

再
処
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」」」」    

    

「「「「
核核核核
のののの
再
処
理

再
処
理

再
処
理

再
処
理
がががが
子子子子
ど
も
ど
も
ど
も
ど
も
達達達達

を
お
そ
う

を
お
そ
う

を
お
そ
う

を
お
そ
う 

 
 

 
 

 
 

 

フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら

のののの
警
告
警
告
警
告
警
告
」」」」    

グ
リ
ン
ピ

グ
リ
ン
ピ

グ
リ
ン
ピ

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン

ー
ス
ジ
ャ
パ
ン

ー
ス
ジ
ャ
パ
ン

ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
刊刊刊刊    

電
話
〇
三
―
五
三
三
八
―
九
八
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
五
三
三
八
―
九
八
一
七 

４４４４万万万万７７７７千人分千人分千人分千人分のののの    

経経経経口致死量口致死量口致死量口致死量にににに相当相当相当相当 
 「「「「事業申請書事業申請書事業申請書事業申請書」」」」（（（（日本原燃日本原燃日本原燃日本原燃））））からからからから算出算出算出算出
 

事業者の日本原燃は規制値すら設けず垂

れ流すことを前提として、六ヶ所村再処理工

場の廃液の放射線量の年間放出値を発表し

ている。トリチュウム、コバルト６０ ストロンチュ

ウム、ヨウ素１２９など１９種ごとの値であるが、

これにもとづいて《実効線量》総量を計算して

みた。１年間に  3.34×1０の８乗ミリシーベ

ルトと出た。 原子力委員会は１人で７シーベ

ルト以上全身被爆をすると１００％死亡すると

認めているので、この値で割ってみると、これ

は、４万７７００人分の経口致死量に相当す

る。 

滝沢の RMCの発表数値でも計算してみた

が、現 RMCの 0.4人分、中止させた新 RMC

の４.３人分と比較して如何にものすごい量の

放射能廃液が流されるか明らかである。（N) 

 

（注）核種ごと 1 ベクレル当たりの「実効線量」は、
「原子炉規制法・告示・別表２」の数値によった。「経

口摂取」は 「全身被爆」と同じ状況になる。 

建設進建設進建設進建設進むむむむ六六六六ヶヶヶヶ所再処理工場所再処理工場所再処理工場所再処理工場 
       桐生広人桐生広人桐生広人桐生広人    ２００１２００１２００１２００１年撮影年撮影年撮影年撮影 

   年間最大処理能力年間最大処理能力年間最大処理能力年間最大処理能力    ８００８００８００８００㌧㌧㌧㌧ 

     一日一日一日一日あたりあたりあたりあたり最大処理能力最大処理能力最大処理能力最大処理能力    ４４４４．．．．８８８８㌧㌧㌧㌧ U 
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